
活ヰ協三Zてヌ
Japanese Council of Science Museums Newsletter 

全国科学博物館協議会 東京都台東区上野公園 国立科学博物館 wllO Te1. 58 14-9857 ・ 9858 Fax . 58 14-9898 平成 6 年 1 月 1 日発行(通巻第134号)

年頭にあたって

全国科学博物館協議会(全科協)会員の皆様、あけまし

ておめでとうございます。

各会員館(園)におかれましては、本年も新しい企画と

新たな発展を期しておられることと存じます。制蒙の益々

の御発展を心からお祈り申し上げます。

きて、 全科協が発足して20年余 り にな り ますが、この間

の我が国社会の状況は大きな変化を遂げてまいりま した。

特に近年は、生活大国、質実国家という言葉に象徴され

るように、芸術や文化、ゆとりや心の豊かさを大切にし、

そこに大きな社会的価値を認める機運が高まり 、 そうした

大きな流れの中で\指陥官や博物館などの文イじ施設の充実

が政策的な課題と認識されるようになってきました。

また、生涯学習社会への移行の中で、博物館に寄せられ

る社会的 ・ 国民的な期待は実に多様で、、また奥の深いもの

があります。それらのニーズにできるだけ対応するために

は、個々の博物館の努力とともに、科学系博物館カ湘互に

人的、物的、情報等のあらゆる面で交流し、連携 ・ 協力を

一段と強化して、これらの要請、期待に応えていかなけれ

ばと考える次第です。

こうしたことから 、 昨年は、全科協が、全国の科学系博

物館の連携 ・ 相互支援のための品識と して、 よ り 一層機能

することを目指し、従来からの事業の見直し を し、組み替

え ・ 拡充を図りました。

まず、昭和46年以来、実施してきま した事業研究会を組み

替え、新たに、博物館の管理運営にあたる職員を対象とし

た「ミュージアム・マネージメント研修」と、 日 頃の博物館

活動の成果の「研究発表大会」の 2 事業に拡充し ました。

第 1 回の「ミュージアム・マネージメン 卜研修」は、昨

年11月 30 日から 3 日 間、国立科学博物館及び東京大学を主

会場に48名の管理職の参加を得て行われました。

研修は、東京大学教育学部をはじめ加盟館の多大な御協

力を得て行われ、博物館の経営管理に関する基礎理論から、

栓営実践論、 事例発表、 研究協議と 、 実際的かつ専門性の
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高い幅広い内容で、 連日、熱心な研修が行われ、 大きな成

果を得ることができたと考えています。栓営管理上の課題

解決のための実際的研修として、一層の充実を図って参り

たいと J思います。

第 1 回研究発表大会は、 3 月 3、 4 日、名古屋市科学館を

会場に、 各館で、の企画展の恥組みをテーマに、事例発表、

研究協議を予定しています。 加盟館園の積極的な参加を期

待しています。

「全科協ニュース」については、本年度から、加盟館園

の持ち回りによる分担編集方式を新たにスタートきせまし

た。編集担当館の特徴を生かしたバラエティに富んだ特集

記串を組んで、いただき、内容の一新と充実が図られていま

す。 加盟館園の積極的な情報j創共など、協力 ・ 参画をいた

だき、会員相Eの情報交流のフォーラムとして、一層の充

実が図られることを期待します。

また、本年度は、石橋財団の助成金をいただき 、 全科協

内に調査研究委員会を設け「科学系博物館のネッ ト ワーク

化に関する調査研究」を実施しています。

昨秋の資料情報及び企画展等に関する実態調査の実施に

当たっては、 御協力ありがとうございま した。現庄、調査

研究委員会では、これらの実態調査をもとに、今後の全科

協の連携協力の方策について検討がなされてお り 、第 1 回

研究発表大会資料と して、また調査研究報告書として本年

度末までに各館園に配布を予定しています。

お陰様で、 会員数も 12月末現五で、 244館(内正会員204

館) と平成 4 年度末に比して48館の新会員を迎えることが

できました。

まず、 本年度事業を着実に実施し、来年度の事業につな

いでいきたい と願っています。

全科協を会員相互の共通の場と して、今後も活発な事業

活動を通じ相互支援 ・ 連携強化を図ってまい り たい と思い

ますので\会員の闘蒙の御理解と積極的な参加・ 協力を心

からお願い申 し上げます。
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海外自然科学系博物館の現状
一東京都自然科学博物館建設に関わる基礎調査「海外自然科学系博物館状況調査報告書」より 一

東京都教育斤文化課原員麻子

1 は じめに

今回ご紹介する砂卜自然系博物館の現就は、東京者隊育

庁が平成 3年度に実施した「砂ト自照ヰ学系博物館状況調

査報告書J (以下「報告書」という)の調査結果をもとに考

察したものである。本調査は、東京都の自鮒ヰ学博物館(仮

称)の建設計画推進のための基礎調査であり、欧米の主要

な自鮒ヰ学系博物館の概要と旭紙運営体系に関する情報

を集め、東京都の博物館十画立案の基礎資料とするため実

施したものである。 後述のように、この調査そのものは、

生のデータを集積したもので、格別の分析、考察を加えて

いない。 なお、この調査は(株)丹青研究所に委託して実施

された。

この調査結果は、私の多忙きというよ り 怠慢を理由に し

ばらく新宿の新都庁舎27階に眠っていたのだが、動丘ょう

表 1 調査対象館の設立年・施設規模面積・年間入館者数・開館日数 ・ 職員数・収支一覧
回答のあった46館を掲載。 Nnは整理都合上のもので本文と一致。

No. 査官 図 名 国名

1 ヰじfifl抵b!助園

4 ロ ン ド ン 国立科学博物館

5 ロ ン ド ン 国立自然史博物館

6 ジュネーブ自然史博物館

7 ベノレン自然史博物館

N oorder Dierenpark 
Science Museum 
Natural History Museum 
Mus長um d'Histoire naturelle 
Naturhistorisches Museum Bern 

オラ ン タ事

イギ リ ス

イギ リ ス

スイス

スイス

10 エウ リカ科学館 Heureka フィンランド

11 ミュンへン人と自然の博物館 Museum Mench und Natur ドイツ

13 シュ ト ゥッ トガノレト国立自然科学j;;tJ物館 Staatliches Museum f� Naturkunde Stuttgart ドイツ
15 オノレデンブルグ国立先史 ・ 自然科学博物館 Staatliches Museum f�r Naturkunde und Vorgeschichte ドイツ

16 ニーダーザクセン州立プランシュウ‘イ y ク自然史博物館 Staatliches Naturhistorisches Museum ドイツ

22 フンボルト大学自然科学博物館 Museum f� Naturkunde der Humbol t・. Universität ドイツ

23 パ リ 国立自然史博物館 Mus品um National d'Histoire Naturelle フランス
27 ラ・ヴィレット科学センター Cit� des Sciences et de l'Industrie フランス
29 フ ィラデルフィア自然科学博物館 Academy of Natural Sciences of Philadelphia アメ リ カ

30 ニューヨー ク自然史1等物館 American Museum of Natural History アメリカ

32 カ リ フォノレニア科学1君主物館

34 フィーノレド自然史博物館

35 カーネギー自然史博物館
36 カ ンザス大学自然史博物館

37 パーモン ト自然科学博物館

California Academy of Sciences アメリカ

Field Museum of Natural History アメリカ

Carnegie 加fuseum of Natural History アメリカ

MUSeUlTI of Natural H istory , University of Kansas アメリカ

Vermont Institute of Natural Science アメ リカ

38 ジェームズ ・フォード・ベノレ自然史博物館 James Ford Bell Museum of Natural History アメ リカ

40 シカゴ科学アカデミ一博物館 Chicago Academy of Sciences アメ リカ
42 クリ ープラン ド自然史博物館 Cleveland Museum of Natural History アメ リカ

44 ダラ ス 自然史博物館 Dallas Museum of Natural History アメ リカ
45 デイト ン 自然史博物館 Dayton Museum of Natural History アメ リカ

46 デンバー自然史博物館 Denver Museum of Natural History アメリカ

49 ハイ砂J英博物館 High Desert Museum アメ リカ
50 ヒ ュース トン自然科学博qío宣官 Houston MUSeUlTI of Natural Science アメリカ

53 ロサンゼノレス自然史博一物館 Natural History Museum of Los Angeles County アメ リ カ
54 ニューメキシコ州立自然史1功、物館 New Mexico Museum of Natural History アメリカ

55 オクラホマ州立自然史博物館 Oklahoma Museum of Natural History アメリカ
56 サ ン ・ ディエゴ自然史博物宣官 San Diego Natural History Museum アメリカ

57 サンタ ・ パーパラ自然史博物館 Santa B剖，-bara Museum of Natural History アメ リカ

58 シーレ自然史博物館 Schiele Museum of Natural History アメ リ カ

59 コロラド大学自然史博物館 University of Colorado Museum アメ リカ

60 ネプラスカ州、1 :立大学自然科学博物館 University of Nebraska State Museum アメ リ カ

63 グ リ ーンズボロ自然科学博物館 Natural Science Center of Greensboro アメ リ カ
65 ファーンパン ク科学館 Fernbank Science Center アメ リ カ

66 ノレイ ジアナ自然科学博物館 Louisiana Nature and Science Museum アメリカ

68 ノース ・カロライナ生命科学博物館 North Carolina Museum of Life and Science アメ リカ

69 太平洋科学館 Pacific Science Center アメ リ カ

70 オタワ国立自然史r.ey:物館 Canadian Museum of Nature カナダ

71 サイ エンス ・ ノース科学博物館 Science N orth カナダ
72 カ ナダ国立文明博物館 Canadian Museum of Civilization カナダ

73 オ ンタ リオ科学センター Ontario Science Centre カナダ

74 ?ニトパ人間と自然の博物館 Manitoba Museum of Man and Nature カナダ
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ゃくデータベースとしての形式か整い、加工、分析にたえ

るようになった。ここに紹介する欧米の主要博物館は、周

囲の社会環境は異なるものの、いずれも地域に少なからず

貢献しているものばかりである。 この調査結果の分析から

は、日本のとはいさきか異なった博物館事情が見えてくる。

折しも日本では、区市町村立でも中規摸以上の博物館が

建設されてきてお り 、 地域に根ざした博物館をどのように

運営していくべきかが大きな課題となっている。材高が、

日本の博物館の運営に何らかのアイデアを提供できれば幸

いである。

なお、本稿の執筆にあた り 、安井亮氏、千事県立中央博

!jØJ館の林浩二氏には多大の御鞭j達を賜ったことを、深く感

謝する次第である。
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2 r海外自然科学系博物館状況調査」の方法と概要

( 1) 調査方法

欧米を中心とした自糊ヰ学系博物泊官、動物園、植物園、

水族館等76館に対し、東京都教育庁から文書で、調査の主

旨を説明し、調査への回答と年報 ・ カ、イドフ、、ック等、 各館

で発行している資料の送付を依頼した。その結果、表 1 の

計46館から回答または資料等が送られてきた。残り 30館の

館名は紙面の都合により省略させていただく。

これらの入手した資料から後述する調査項目を抽出し、

同ーの形式で各館ごとに調査票を作成した。 この作業は委

託先の(株)丹青研知庁によ って行われた。詳細な整理方法

及び手順については 「報告書」の「調査目的・方法等」の

項に記してあるのでここではその概略に とどめる。

設立年 展示前和 年間入館者数 開館 (年度) 職員数 収入総額支出総額収支年度 No. 
回数 (百万円) (百万円)

l 

延床面積

1935 
4
5
6
7

一
0
1
3
5
6

一
2
3
7
9
0

一

白

1
1
1
1
1

←2
2
2
2
3

←

ハ
U

-

可
よ
一

o
o
n
u
n

u
-

9

一
9

一

8
9
9

一

n
v

一
n
v
i
n
v
n
y

n
y
一

1

一
1

一

1
1
1

一

1

一
1

ι
9

0
8

一

5

一
2

一

7
6
7

一

6

←
9

一

7

4
1

一

，

一
一

，
，

，

e

c
u

-

一

η
'
U

唱
よ

C
U
-

o

一
一

9

0
8

一

O
O
L

←
ゥ

，

G
u
a

性
一

5
-

一

7
4
2
-

，

F

一
，
，
，
­

￡
U
-
-
n
4
1

ム

C
U
-

9
9
1
5
-
7
0
3

-

1

4
8
-

5
5
9
4
-

8
2
5

一

5
3

0

一

1

-
2
-
8
2
5

一

一
一

1
-

n
u
τ
ム
司

4
Q

d
-
1
ム
ハ

U
Q
d
a
u
-
-

ム
只

u
n
U
1
A
A
U

-

9

9

9

8
-

9

9

8

7
-9
8
9
9
9
-

9
9
9
9

-
9
9
9
9

・

9
9
9
9
9

-

1
1
1
1

-

1
1
1
1

一1
1

1
1
1

-

t

よ

ハ
ヨ
ヴ

'

-
AU

q
o
q
o
q
O

勺
ο
-
q
J
q
a
η
L

勺
3
・

6
5
F
U
-
-

I
l
l
-
-
1

1

6

6

-

3
3
3

一3
3
3
3
3

一3
3
3
3

一

Fhd
n
U

F
O
q
L

-
AU

q
a
A

U
-
A

u
n
u
n
U

唱
i
­

A
守

n
u
t
よ

1
i
-
n
U
A
U
n
u

-
n

u

n
u

nu
t
-

-

3

0

8
0

一0

1
0

一

0
0
0

3

一

'

'

'

'

'

'

'
i

'

'

'

'
 

3
8

1

2

一
0
7
0

一

0
0
0
3

一

07

98

•296

•

0053

• 

qd
n
b

ワ
b
-
q
u
q
d
-
F
b

n
u
つ
白

Q
d
-

1
2

一
一

2
5
2

一

ハ
U

A
U
n
u

-
AU
A
U
n
u

q
o
ph
d
-
A
u
n
u
n
u

­

n
U
A
U

G
U

一
ハu
n
U
A
U

づ
'

￡
U
一
n
u

o
o
n
u
一

0
0
5

一
8
5
7
8
6

一
0
8
0

一

，
，

，
一

，

，
，
，
，
-
，

，

，

n
汐

A
uz
o
o
-
q
J
u
q
L
q
a
q
G

可
ム

ι
au
η
L

ゥ
，
­

つ
白
1

A

一
-
ワ
ム
-

q
4
q
O

一
一
ハ

リ
ハ
U
­

FD

ヮ
，
一
一
弓

d
n

u
­

q
O

4
4τ

一
一

A
Uτ
n
u

-

，
，
一
一
'
'
-

1
ょ

っ
白
一
一
氏

U

O
O

一

4
5

一
一

1
0

一

t
A

一

7

1

0
2

一9
7
1
6
4
-
0
3
6
2
9

一

5820

•82935

•19

8
16

• 

。
。
。
。
。
。
。
。

-
A
3
0
0
ヮ
，
。
。
ヮ
，

-
O
O
弓d
n
u

。
。
。
。
­

t
よ
可
よ

可
ム
司
よ
一
市
ム

可
A

守
ム
守
i

守
ム
-
Y
A
1
4

可
i
1

ム
可
ム
-

2
4
5
6
7

一
8
0
2
4
5

一
6
9
0
3
4

一
5
6
7
8
9

一
0
3
5
6
8

一
9

0
1

2
3

一
4

3
3
3
3
3

一
3
4
4
4
4

一
4
4
5

5
5

一
5
5
5
5
5

一
6
6
6
6
6

一6
7

7
7
7

一7

0
0
0
1
1

ム
一
9
0
0
7
-
0

0
9

9
-
0
1

一

1
1
1
1
0

-

1
1
1
1
0

-
1

9
9
9
9
9

一
8
9
9
8

一
9

9
8
8

一

9
9

一
9
9

9
9
9

一
9
9
9
9
9

一
9

Q
J
Q
J
Q
d
Q
J
Q
d

一
Q
d
Q

d

Q
d

Q
M
一
Q
ザ

Q
d
Q
J
Q
J

一

Q
U

Q
d

一
Q
d
Q
J
Q
d

Q
d
Q
d

一
Q
d

Q
d
Q
J
Q
d
Q
M

一
Q
d

1
1
1
1
1

←
1
1
1
1

一
1
1
1
1

一

1
1

一
1
1
1
1
1

一1
1
1
1
1

一1

3
6
5
5
2

一
3
5
4
0

一
5

1
1

3
ι
4
8

一
8
8
7
8
2
-
4
2
9
7
0

一
9

3
4

1
4

9

一
9
7
5
6

一
4
8
3
2

一

5
0

一
2
2
2
8
7

一
6
2
9
9
4

一
3

0
0
4
2

一
1

3
6

1

一
8
7
5
4

一

3
2

一
2
2
5
1

一0
6
6
5
0

一5

，
，
，

一
一

，

，
目
-
-
，
，
，
，
一

。
L
9
d

ワ
b
-
E

t
ょ

っ
L

E

-
-

可
止
寸
ム

つ
d

。
，
“
←

7
9
1

3

一0
6
4
5

一0

4

1

8

一

1

一

4

一3
7

1

9
5

一
6

4
6
6
8

一
4
5
0
8

一
5
5
3
5

一

6

←

7

一
8
1
7
5
8

一
3

c
o
q
J
A
-

-
q
a

弓4

司
i
-

司
よ

内
L
P
hd
d
性
-
R
d
-

、
ム

-
AU

E
J
。
。
a
U2
A
Y
-
F
h
d

.
，
，
一

-
，
，
，
-

-
-
，
，
，
一

1

4
q
u

つ
&
一

-

つ
h

1
4

っ
“
-
一
-

可
ム
寸
ム

1
ム
一

4
4
7
0

-
3
7
7
2
-

1
0
1
1

ニ

b
5
6

-
5

1
5
6

-
6
7
3

-

6

1

7

0

3
-
3
5
3
5
-
3
5
8
5
-
1

1

2

-

9

5

8

2

-

9

6

4

-

o

 

nh
u

q
L
可
i

-

1
よ

-

q
J

可
i

z
u

一
可
よ
一

t
i

-

勺
a
q
J
a
T
i

n
u
n
u
n
u
t
-
-
i

-
nり
唱
i
1

よ
可

i

可
ム
一

n
u
n
U
A
U

-
-
司
よ
-

司
ム

ハ
U

A
U

司
よ

ハ
U
-
n
U

旬
A

司
i

旬
A

ハ
U
-
Y
ム
ハ
U

司
止

1
4
1
A
-
A
U

9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
 

9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
9

9

9

9
-
9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
9
9
9
9
-
9
 

1
1
1
1
1

一1
1
1
1
1

一1
1
1
1
1

一1
1
1
1
1

一1
1
1
1

1

一1
1
1
1
1

一ー

に
d
q
L
1

ム

ー
よ
-
R
U
A
-
n

v
q
o
q
o
-
d
仏τ
q
L
q
L
A

U
P
U
-

に
1u
q
L
q
L
-
n
'
u
η
r
u
n
u
-
η
J
R
d

司
ム

O
O
A
U
2
-内
3

6
6
6
4

一
0
6
5
6
6

一
6
6
6

1
6

ι
5
6
6

一
6
6
6

一
6
6
7
5
6
ι

1

3
3
3
3

一3
3
3
3
3

一3
3
3
3
3

一3
3
3

一3
3
3

一3
3
2
3
3

一3

n
υ
只
u
n
u
n
υ
n

υ
-
A
U

広
U
d
官
凸
U
A

唯
一
A
u
n
U
句
'
n
u
n
u

-
n
U

F
b
a
u
n
u

n
u
一

日
U

つ
d

n
u
n
υ
n
，，

-

n
u
ヮ
“
守
ム
ハ

U
A
U
-

n
u

A
U
q
J
n
u
n
u
n
u

-

n
u
n
y
A
Y

ハ
U
η
'
e
一
ハU

ハ
U

o
o
n
u
n
u
-
AU

ハ
U

司
i
n
u

n
U

一

AU

F
h
d
n
u
nコ

o
o
-
n
U

R
U
n
u
n

u
n
u

-

弓4

0
9
0
0
0

一0
0
4
0
4

一0
0
7
0
0

一0
9
3
0
0

一0
5
0
9
4

ι
0
5
9
0
0

一
3

，
，

，
.

，

i

，
，
，
，
，
.
，
，

，
，

i

'

'
'
'
'

i

'
'
'
'
'
i
'
'
'
'
'

ー

'

0
5
0
0
2

一2
2
2

0
5

一0
6
2
0
3

一0
6
0
5
5

一0
6
0
3
0

一0

8
7

0
0

一6

0
6
0
2
2

←
5
9
2
5
6

←
5

6
9
5
3

一
0
3
6
3
2

一
0
7
0
7
7

一
0
0
7
0
0

一
0

5
4
8
1

一

5
3
3
-
3

1

8
8
3

一
5
2
3
ι
2

1

8
1

一
2

2
1
0

9

一
3

，
，
一
一
，
，
一
一
一
，
，
­

ー
ム
可
ム

一
一

司
i

可
止

一

-
-

1
4

q
L
-

8

0

3
2
0

一
0
2
5
5
9

一
0
9
0

一
0

0
0
0

一
0
4
0
0

一
0
5
0
9

ι

0
7
4
2

8

一
2
9
2
8
8

一
0
5
0

一
2
6
2
9
I
b
2

1
1

一
0
2
0
2

一

3
5
9
6

0

一
6
7
5
6
2

一2
1

4

一6
8
6
6

一9
5
8
8

一4
7
5
4

一

,,,,,

i.

,,,

i
,

,,

i

,,,

i
,,

i
,,,

,i 

2
2
8
4
2

一
1
4
9
3

一
5
7
5

一

2
1
3

一
4
2

←
5
4
6
2

一

1
ム

Fb

t
ム

-
a

u

-
q
L
q
a
-
-

一

守
よ
叩

4
一

1
i

一
一
-
-

つ
d

に
d

弓
4
n
u
n
u

-
AU

。
，u
ヮ，

つ
d
F
U
-
-

A

n
u
￡
u
n
u
-
nu
y

i
n
v

G
U
-
p
b
n
u

n
u

一
ハU

ハ
U

G
U
-

3
5
1
0
1
-
3
0
3
4
7
-
8
8
9

0

一

7
5
6
6
-
4
1

1

-
3
6
5

一

8
1
9
4
6
-
0
7

1
1
0

-

0
5

2

0

一

7
7
7
0
-
6
5
6
-
5

0

2

一

'

'
'
'

'
一
'
'
'
'
'
一
'
'
'
'
一
'
'
'
'
-
'
'
'
一
'
'
'
一

3
0
0
4
2

一
6
6
9
6
6

一
5
4
6
9

一
4
5
5
6

一
2
5
2

一
0

8
2

一

3
6
4
1
1

一

1
1

一4

1
5

一
一

1

一1

3

一

q
d
-

T
i

-
-

一

3
3
6
6
2

一2
4
0
5
3

一0
4
9
0
0

一9
4
6
0
2

一1
7
7
0
6

一2
2
4
9
9

一0

5
9
9
6
7

一
7
6
2
3
9
ι
0
7

0
1
8

一
9
7

1
6
0

i
7
5
6
8
4

一
6
4
8
8

6

一
7

8
8
8
8
9
-
8
8
9
9
8
ι
9

9
9
9
9

-
8
8
9
9
9
-
8
9
9
9
9

一
9
8
9
9
9

一
9

可
i

可
i

可

i
t
i
t
i

-

-
ム

可
ム

可
よ

司
よ
司
4
-

司
よ

1
よ

1
よ

1
よ

1
i
-
司
よ
司
止

司
i

可
i
t
i
-
-
i
1
i
1
i
1
i
1
i

一
唱
ム

可
よ
可
よ

t
i
t
i

-

市
上

3-



Vol. 24, No. 1 全科協

なお原語での館の名称の多くは Natural History 

Museumで、直訳しただけでは館同士の区別がしにくい。

そこで、本調査では地名を先に置く独自の館名称を採用した。

例えば、大英(または英国)自然史博物館と通例呼ばれて

いるものを科高で怯「ロ ンドン自然史博物館 (No. 5 ) J、同様

にアメ リ カ自然史博物館を材高では「ニューヨーク自然史

1字物館 (No.30) J としている。そのため通例の表現とは異な

るものもあることをお断りしておく。

(2 ) 調査項目

以下の調査項目からなる調査票に情報を整理した。

1 )館の所在地及び運営に関する諸情報;所在地、設置者、

設立年、年間開館日数、年間入館者数、入館料等

2)施一樹斑要;敷地面積、建築面積、延床面積、展示面積、

ホール施設の有無、プラネタ リ ウムの有無、サービス

施設の有無等

3)研究領域

4)収蔵品概要

5)活動概要 ; 教育普及活動、常設展示概要、展覧会晃績、

出版物等

6)備考

7)年間収支(円換算額も算出)

8)処織体制]; 職員数、ボランティア人数、低織図等

9)札織体制の詳細

3 調査結果

回答があっ たのは、表 1 に示すオランダ 1 館、イギ リ ス

2館、スイス 2館、フィンラ ン ド 1 館、 ドイツ 5館、フラ

ンス 2館、アメリカ 28館、カナダ、 5館の計46館であった。

それぞれの館には便宜上、番号をつけてある。

不十分な回答に対しては、再度の資料請求を行うなど、

できるかぎりの情報入手に努めたが、調査項目によっては

回答が得られなかったものも少なくない。 後述の平均値な

ど統計的な数字は有効データについて算出したもので、あり、

その都度母集団を明記してある。 また、それぞれの博物館

の概要およびその特色の紹介は紙面の都合上、割愛する。

詳細は、「報告書」または海外の博物館に関する他の文献を

参照されたい。

全部をみる余裕はないので、ここでは施設規j臭年間入

館者数、職員数と乱紘年間収支の比較について述べる。

ユース

( 1 ) 施設期実

アメリカ・シカ コ、市にあるフィールド自然史博物館(No.34)

は、 1893年のコロ ンビア万博の閉幕時に創られた延床面積

36万m'、展示面積15万討を持つ世界最大級の規摸を誇る博

物館である。日本では、国立科朝専物館の延床面積が約 4

万討、兵庫県立人と自然の博物館の延床面積が 2 万m'弱だ

から、その桁違いの大きさには驚かされる。

アメリカのそれぞれの州を代表する博物館の展示面積は、

その多くが6 ， OOOm'未満だ、った。一方、日本の都道府県立博

物館の中で規模の大きい兵庫県立人と自然の博物館が約

5 ， 200m2、千葉県立中央博物館が約4 ， 800m' と、同程度であ

ることが伺える。

(2)年間入館者数

年間入館者数については42館から回答があった。フラン

ス ・ パリ市にあるラ ・ ヴィレット科学センター (No.27) の

5 百万人を知亘に、百万人以上と回答した博物館は11館あ

っ た。 ちなみに、年間開館日数はアメリカ ・ アルパカーキ

のニューメキシコ州立自然史博物館 (No.54) とカナダのオ

図1.カリフォルニア科学博物館の組織体制 ( 1990年度)
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タワ国立自然史博物館 (No. 70) が365 日と回答、この他、年

間360 日以上と回答してきた博物館は 16館あり、回答のあっ

た全24館の平均は350 . 7 日であった。 年に 15 日、あるいは月

一回強の休館ということである。

(3職員数と札織

職員数の多い博物館の代表はパリ国立自然史博物館(改装

中) (No.23) で、比較解剖学、自然人類学、海洋無脊椎動物学、

植物生物学、生物生理学、昆虫学、古生物学、鉱物学など

25分野にわたる研究部門をもち、総勢1 ， 851人のスタッフを

抱えるが、具体的な職権や人数の資料は得られなかっ た。

また、アメ リ カ・サンフランシスコにあるカ リ フォノレニ

ア科朝専物館 (No.32) は 614人(客員研究員を含む)で、管

理、総務、企画開発、パブリ ッ ク ・ プログラム、水族館、

研究の 5 部に分れている(図 1) 。 例をあげれば、パブリ ッ

ク ・ プログラム部の教育部門では、ボランティア担当、成

人向け教育担当、子供向け教育担当、ディスカパリールー

ム担当等がいる。 また、同部の展示部門だけでも 86人のス

タッフがおり、企画、調査担当の他、展示デザイナ一、グ

ラフィ ッ クデザイナ一、照明技師などの各種の技術渚がそ

ろっている。

欧米の博物館では数多くの捌渚をかかえていることが

知られているが、カ リ フォルニア科学博物館は、そのよい

例と言えよう 。 しかし、このような各種の技術渚の確保は、

現ポの日本の博物館ではまだむつかしいかもしれない。

同館では、広報、会員事業、イベントを担当する企画開

発部と、博物館の展示を通じての教育事業を担当するパブ

リ ッ ク・プログラム部が分かれている。 すなわち博物J館の

サービス分野を、博物館事業への理解 ・ 支援を求め、外向

けに宣伝すること(企画開発部担当)と、博物館事業の教

育的な効果を高め、来館者へのサービスを担当すること(パ

ブ リ ッ ク・プログラム部担当)に分けていることになる。

博物館にとって、目玉となるイベン トを実施するなど広

報を行うことと、博秒J館のおかれた地域に密着し、地域に

対する教育的効果を高めていくことは両方とも必要不可欠

なことである。 これらはそれぞ、れ、まさに普及と教育に相

当する。 日本の博物館学では、これらを教育普及として一

つのものとして考えがちだが、カ リ フォルニア科学博物館

で見られるように、 二つのものとして9断哉分化きせた方が

よいと思う 。

他方、アメ リ カ・ ノースカロライナ州、|カ、ストニア市にあ

るシーレ自然史博物館 (No.58) のような職員数26人の比較

的小さな博物館においても、管理運営部門の他に、研究、

展示デザイナ一、展示企画、大工、博物J館プログラム企画、

プラネタ リ ウム企画などの部門がそろ っており、分業が進

んでいるのは興味深い。

また、当然のことではあるカミ調査対象の博物館のほと

んどすべてには、教育部門、企画開発部門に加えて、研究

部門、管理部門が必ずある。 ちなみに資料整理 ・ 保管に関

する人員は多くが研究部門の各研究室に所属していた。

博物館を支えているもう一つの力、ボランティアについ

ては、全体に不十分な回答しか得られていないが、テwンパ

ー自然史博物館 (No.46)の 1 ， 3 1 2人やカリフォルニア科学博物

図 2 年間収支内訳

ロンドン国立自然史博物館

FRONTOF 

物販飲童

6 .301ゐ

11 . 85%。

図書館 4.07叫

ガス水道電買
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施註維持

28. 15弘

ニュ ヨ ウ自然史樽物館

大型眼(量 (オムニマッヲス) その他

物販

6.04叫

大型映像 (ォιマックス)
そのit!!
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館の828人など、アメ リ カやカナタホの博物館からは、多くの

ボランティアが活躍していることが伺える。

(4) 年間収支

上を見ればきりがない話ではあるが、 ロ ンドン国立自然

史博物館とニュー ヨーク自然史博物館の年間経費(円換算

額)は60億円を超えている。図 2 に示すとおり、 ロ ン ド ン

国立自然史博物館の場合、その収入の77 . 5%が固からの補

助金で、民聞からの寄付金は0. 5%であるのに対し、ニュー

ヨーク自然史博物館の場合、公的な補助金は総収入の

32.8%、寄付金は 16. 5%を占めている。この 2館の支出に

関する情報は、細目が異なるために単純に比較することは

できないが、どちらも研究事業、 教育事業が、総経費の 3

分の l を占めている。

4 おわりに

全体を通して感じたことは、ほとんどの博物館が研究事

業に対して総予算の多くをつぎ込んでいる一方で、、博物館

そのものの事業について社会の理解を得るために積極的な

広報・宣伝を行っていることである。アメ リ カのように博

表 2 サイエンスショー アンケート集計

名 称 回 数

物館への理解あるいは支援を即、寄付金に結びつけて積極

的に資金を調達しているのも事実であるが、広報・宣伝自

体を資金調達の策として理解してしまうとそれは間違いで

ある。 材高で企画開発部と訳したが、原語はデベロップメ

ント developmentで、あることに気をつけなければならない。

日本の現，状と比較し、少なくとも研究(資料整理・保管

を含む) 、 教育そ して企画開発が非常にノ〈ランスよく展開き

れているように感じられる。 もちろん、 これだけで各博物

館を評価できることではない。

今回の調査は、也紘運営の現伏を諦てることが主となって

いるため、本稿でもそれぞ、れの博物館の教育事業の内容には

踏み込まなかった。ただし、データが全く得られていないわけ

ではなく、「報告書J~こその概要が苦藷隠れていた り、収集され

た資料の中には詳細か書かれているものもある。なお東京都

教育庁では、このデータを Macintosh パソ コンのカード型

データベース ・ ソフトウェアの一つ、ファイルメーカー Pro

1.0 v1 上で、保存している。「報告書」の詳細については筆者

まで(電話03-5320-6861) ご連絡いただきたい。

担当者数
企画(総数)--------------: 演示ー(毎回)

札眺市青少年科学館 |毎日 3回 (GWは毎日 4回) I 2(常勤) : 1 (コンパニオン)

苫小牧市科学センター |毎月 3固く ら い I 6 (常勤) : 1 (常勤)

盛岡市子ども科学館 l 年3度l 日 3回 j_ -~ ----------------------------------~ _? 
仙台市科学館 | 日・祝・第2土曜・長期休業土暇2回 I 2 : 2 
目立市科学館 |平面2岡、日 ・祝・ 第2土曜3回 I 3(常勤j-----------------------------;-Z(常勤+コンパニオン)

栃木県子ども総合科学館 !平日 2回、日・祝4回 I l(学装l属託員~-----------------------~_?~解説嘱託員)
館林市子ども科学館 | 毎月 2回(主に第1 ・ 第2 日限) I 2 : 2 

~ - ---- -- ------- ----- -------- -------~---------- ----- -- --------- ---- -- ---- -~- ------ ----ー- ーー一ー一 一一ー一一一ーーーーー一ー
I 4F. (耐震の笑験)毎日 5回 I 1 ̂  1 ，~.1.t~..... I ~.. _ ..D _ _..... _ A I ...J...I'':;:::; ー ; l(ボラ ンティア)

科学技相官 |4F (石油化学の実験)毎 日 5回 |内勤3+コ ンパニオン 4 十ポフンアイ : 1 (ボランティア)
I 5F. 毎1:1 6回 I ' v , 1 - 2(外部委託2又はボランティア 1 ) 

北とぴあ科学館 |毎日 5回 I 5 : 2 
板橋区立教育科学館 | 第2土曜1回、日 ・祝2回 I 14 1-2 

東芝科学館 | 第2土曜2回(年間8回) I 1 3 
1" 3F:正 .8.説1-3同一一一一一一ー一一一一-rT一一一一一一一一一一一一一一一 : 6 (扇面員2子退院厄i訂)一一ー 一一

横浜こども科学館 | | 
,,, I 4F. 毎日 3回 I (常勤) 1 (常勤)

伊勢里すそ実そ写虫干十空管 __l 井開竺哩(日祝、春、冬、第2土等)------L~(常勤)--------------- -- ------------~_?~貫教TτJどjイ ト )
新潟県立自然科学館 | 平日 l図・日 ・祝2回・特定期間3回 I 5 1-2 

| 日・祝・長期休業2回 I ll (常勤j------------ -- -- - ---- - - -- -- -i-i (常勤又はボラ ンディデ)
富山市科学文化センター | | 

| 第2土曜数回 I 12 (現役学校教師) l(現役学校教師+時折その生徒)
浜語科キ;6 --- ---IF下tJl'長雨休正時別堅四、多，'tt l旬}胃]町 一一一一一一一[~~一 二二二二二二二
名古屋市科学館 | 平日 2回、日・祝・ 第2土曜3回 I 5-7(学芸員2-3+説明員3-4) 1 - 2 (説明員)

元~.^，ぎが科学詰 |蚕両面 I 8(大学教授1+常勤1+ 五ヲパ三オン 6)ー i-Z( コンパニオン)
京都市青少年科学センター | 日・祝2回、春 ・夏季休業1回 I 4(常勤) 2(常勤+非常勤)

大阪市立科学館 |平日 3園、土・日・祝4回 I 3(常勤) 2(常勤+コンパニオン)
大阪明学技術館 I 1 月 -3月に20固くらい l3~4 L3 

神戸市立青少年科学館 | 平日 3-4問、日 ・祝5-6回 (2ケ所) I l(非常勤の主任研究員) 2 (コンパニオ ン)
姫路科学館 罷平成5年4月オープン|平均毎日2回 ーT"3----------------------------------;-Z ( コンパニオン)

広島市子ども文化科学館 l 毎月 1度目峨2回(長期休業は平日も有) I 12 (談師6+常勤2+補助4) : 3(科学研究家1 +常勤1 +補助1)

北九州市立児童文化科学館|毎月第1 日限1回 I 1 (現役中学教師) : 2(現役中学教師)

福岡市立少年科学文化会館|イベント期間中に数回 11 (3 
九州エネルギー館 I (水力ショー)平日 14回、日 ・祝日回 | 今のところなし : 1 (コンパニオン)

福岡県立背少年科学館 | 平日 2回、土・日 ・祝3回 I 1 (常勤) : 2(インストラクター)

宮崎科学技t!ijfl~______ _ ____1 秀月 !~~~2 :回 (芳塑性業は2回) I 7 ( 1属託2土竺ラ 三主T Tqj iλ( :::1とパニ;tン 1+ ポランティア 2)
鹿児島市立科学館 | 土Hlill 回、日・4兄・長期休業2回 I 3 : 1-2 
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「サイエンスショー情報交換会及び研究会」について
目立市科学館 飛田賀光

北海道から九州までの2併ヰ学館47人が目立市科学館に集

まり、 1993年11月 13 日・ 14 日の 2 日間、「サイエンスショー

情報交換会及び、研究会」が開催されました。初日は希望館

によるショーの実演、 2 日目はショーに関連する講話及び

情報交換会という日程でした(次頁の表 1 )。

サイエンスショー(以下ショー)は館によって“実験シ

ョー"“サイエンスシアター"等様々な呼ぴ名はあるようで

すが、「来館者を対象とし、一つのテーマに沿った実験の演

示を軸として、科学現象の原理や不思議楽しさを解説と

ともに伝える。」 という点では共通していると思います。

今回の主催館である日立市科学館では、平成 2 年12月の

開館以来、平日 2 回・日祝日 3 回のシ ョーを行なっていま

す。 企画及び演示に携わる職員は当初 2名、現在は 3名が

おり、これまでに 7 つのオリ ジナルメニューを制作してい

ます。

サイエンスショーは、ハード的な展示物が中心の科学館

にあって、今の所まだ脇役的な存在ではありますが、今後、

徐々に他の展示物に対して大きなウェイ 卜を占めていくと

目立市科学館では考えています。 その理由として、ショー

は人と人とのコミ ュニケーションがベースに成り立ってい

るため、お客様に対してフレキシフゃルな対応が可能で、ある

ことが挙げられます。 つまり、お客様や演示者のタイプに

よ って、それぞれのシ ョ ーがま ったく 別のものになってし

まうということです。

前丘の科学館の全体的な傾向であると思います抗従来、

科学好きの青少年が多く訪れた科学館に、カ ップルを始め

として、ア ミューズ、メン ト の要素を求めて来館するお客様

が目立つてきています。これは、来館者の科学に対して持

つ知識と興味が拡大しているということで、 「より 多 くの方

に対して科学の啓蒙と普及を行なう 。」 という科学館の目的

に対しては喜ばしいことになりますが、同時に、それらを

迎え入れる科学館サイドでは、対応範囲が広がり、対応に
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表 1 サイエンスショー情報交換会及び研究会

日程珍:目立市科学館

11月 13 日 (第 1 日 )
10 : 25 -10 : 40 主催者挨拶、日程説明

11: 00-16: 35 サイエンスショー実演 〔科学館 9Fサイエンス・スタジオ〕
11: 00-11: 25 (1) rさらばンミ・汚れ! J 目立市科学館
11 : 35 -11 : 55 (2) rブーメランで遊ぼう」 国立科学博物館
12: 05-12: 45 (3) r電磁現象実験」 でんきの科学館

昼食

13: 35-14: 10 (4) r シャボン玉七変化」
14: 20-14: 40 (5) rいろみずてじな」
14: 50-15: 10 (6) r音の実験広場」
15 : 20 -15 : 35 (7) r新素材で楽し もう」

15 : 45 -16 : 05 (8) r温度の科学・低慌の実験編J

16: 15-16: 35 (9) r燃焼実験」

16 ・ 45 - 17: 30 r演技指導」

演劇家松永英晃氏

18 : 30-20 : 00 懇親会

11月 14 日(第 2 日 )

目 立市科学館

横浜こども科学館

栃木県子ども総合科学館
伊勢原市立子ども科学館

北とぴあ科学館

大阪市立科学館

9: 45-10 ・ 20 r魅力ある実験とは (プーメラ ンをテーマに)J
国立科学博物館展示課長佐々木勝浩氏

10:25-11:00 r海外のサイエンスショーJ

科学技術館展示部 二瓶仰弥氏
11: 15 - 12 ・ 55 r各館の現状及び情報交換」

12: 55-13: 00 閉会挨拶

窮すると思います。この場合、ワンアプローチ・ワンアク

ションのハード的な展示物でそれに対応していくのには、

数多くの展示物とそれを製作する費用が必要になってきま

す。それに比較して、何が飛び出すのか分からないサイエ

ンスショーははるかにフレキシブルな対応ができ、別用性

に優れているのです。当館の経験上、ショーを見学したお

「サイエンスショー実演(でんきの科学館「電磁現象実験J)

反面、現実のショーの実施にあたっては課題が多く残っ

ています。朝交とは異なり、来館者に対して拘束力を持た

ない科学館内てに通る人の足を止め、集まっていただいた

十人十色のお客様を飽ききせずに見ていただ、く作業は見た

目以上に大変になります。それをクリアーする環境の設定

-8-

が、まだ整っていないように思われるからです。

まず、ショーは生身の人聞が演じるものですから、その

日によって異なる体調や気分を超えて、ショーに一定の品

質を保つことは肉体的、精神的に大変な圧力がかかります。

また、魅力的なショーの企画には調査、考察等多くの時聞

が必要になりますが、通常開館業務を始め、教育普及活動、

特別展準備その他の業務をこなすことに時間が取られがち

です。 新しいメニューの開発が各館共通の高い関心で、ある

ことは、会の実施に先だ、って行ったアンケート(表 2 に集

計の一部)からもうかがえ、各館でのスムーズなショーの

運営が課題になっていることがわかります。

今回の「サイエンスショー情報交換会及び、研究会」開催

はこれらの課題の解決の一助になることを目指したもので

す。 サイエンスショーに関わる者の集まりはこれまであり

ませんでしたので、今回多くの関係者と知り合えたことで

今後の日常的な情報交換に役立つでしょう。また、様々な

スタイルの各館のショーの演示を見られたことは、新しい

メニューを得られたといっ直接的な収穫と同時に、サイエ

ンスショ ーの可能性も新たに発見したという収穫も伴いま

した。 更に、今回の試みとして、演出家によるショーの演

「実演を終えての演技指導(演出家松永英晃氏)J

示の批評を加えたことは、これまで魅力あるショーに必要

な要素を見落としていたという意味で、大変有用でした。

紙面の関係上、会の詳細は紹介することができませんが、

報告書及び言己録ビテ、オの製作も進めていますので、ご質問

等があれJま日立市科学館(電話0294-24-7731 ) までご連絡〈

ださい。

目立市科学館では来年度に第 2 回の実施を考えています。

秋頃の開催を予定していますが、詳しくはDM、または『全

科協ニュース』等でお知らせしたいと思います。
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一一新規加盟館の紹介

江の島水族館

干251藤沢市片瀬海岸2-17-25 TEL.0466-22-8111 FAX.0466-26-2642 

当館は昭和29年に近代的な水族館として開館し、本年(平 1 、 2 、 3 号館の飼育生物の合計は290種約6300点です。

成 6 年 7 月)で40周年を迎えますが、水生生物の飼育研究、 0開館時間: 9 時30分-17時30分 (11/1-3/20は 17時閉館)

特に繁殖及び長期飼育に多くの業績を残してきました。 ま O年中無休 (12/31のみ休館)

た、各種特別展や海洋科学教室など、地域の社会教育施設

としての役:害リをも担っ てきました。

当館は 3 施設からなり、 1 号館(水族館)はマンボウをは

じめとする魚類、無脊椎動物、特に近年はクラゲ類の展示

に力を注いで、います。

2 号館 (マ リ ンラン ド)は小形鯨類 6種類を飼育展示して

いますが、楽しいショーはもとより、飼育下繁殖の三世バ

ン ドウイルカの健在なども高〈評価きれています。

3 号館(海の動物園)はラ ッ コ、アシカ類、ペンギン類他

の展示解説やコミカルなショーを行っています。 昨年は国

際保護動物のキタオ ッ トセイとコツメカワウソの繁殖に成

功しました。

. Ii'モナ コ水槽』 は昨年、モナコ海洋博物館の協力を得て

公開され、櫨過装置を使わずに天然単の強い光と水の流れ

でサンゴ礁の生物が生育できる、自然に最も近い水槽で、す。

太地町立くじらの博物館

干649-51 和歌山県東牟婁郡太地町太地2934-2 TEL.07355-9-2400 FAX.07355-9-3823 

当博物館は、我が国捕鯨発祥の地として、昔から現代に

至る約700年の捕鯨の歴史を後世に伝えるため、昭和44年に

設立きれました。

館内には、古式捕鯨で使用されたいろいろな道具類を始

め、古文書や絵巻物類、さらに現代捕鯨の諸資料及び得ら

れた鯨の全身骨格、内臓旗本、胎児謀本など鯨の生態に関

する資料等、約1000点に及ぶ貴重な資料を展示しています。

ーノ歩館外へ出る と自然の入り江を利用した自然プーノレが

あり、コビレゴンドウやシャチ、イルカ類を飼育し、ショ

ーを行っています。特にシャチのジャ ンプは豪快で、入館

者の人気を奪っています。 又、ショープールではアシカや

カマイルカのかわいいショーを行っています。

さらに熊野灘にすんでいる生物を展示するための 「海洋

水族館」や、南氷洋捕鯨で活躍したキャッチャーボートを

陸揚げした「捕鯨船資料館」、「ラ ッ コ館」、「熱帯植物園」を

併設し、 『太地くじら浜公園』と称しています。

9 

休館日年中無休

開館時間 8: 30-17: 00 

人館料大人 1030円中・高生 820円小人 610円

団体割引 30人- 99人 1 割引

100人-299人 2 割ヲ|

300人以上 3 割目|

太地町立くじらの博物館
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佐川地質館

干789-12 高知県高岡郡佐川町甲 360番地 TEL.0889-22-5500

当館は、佐川町の、ふるさと創生事業グに基づき、平成 以上を通じて、生きている地球。を肌で実感できる。 また

4 年 8 月 1 日に開館した。 対象を一般社会人の啓蒙におい

ている。 これは、身近な地質学に対する常識が低調なこと

による。 従って、従来の、博物館グと一味も二味も異なる

ニュアンスのある展示を心がけている。一方、佐)11 は日本

の古典的な地質名所であるから、その歴史的風土を基盤に、

更に学界の新しい研究成果を加味するように気を配ってい

る。 以下、順不同に主要展示を紹介する。

岩石園中央に鎮座する岩塊は、キた伏溶岩と放散虫チャー

トである。 何れも、 1 億2500万年前後に、赤道付近で噴出

したり堆積した岩石が、約6000万年かかって海洋プレート

で運ばれ、手結住吉県立自然公園の西分漁港に露出してい

た岩石である。 これらの岩石は、高知大学の研究グループ

が、世界で初めて、プレート前/を地上で検証 (1980) し、

世界の地質名所となった四万十帯の象徴的な岩石である。

主展示室には、 日本で最初の半球型、動く大|富r 装置と、

その周辺にけ。レート市/解説の諸イラストがあるので、

感じる科学

主展示室入り口には、巨大な螺旋型の地質時代1苓があ っ て、

同螺旋状の棚に展示した化石と相ま って、悠久な時の流れ

を目のあたりにすることができ る。更にこの塔の上端にあ

る直径10cmの地E拘冶ら天井事にカヰナての様々な惑星配置は、

生命に満ち溢れた地球が、 太陽から程よい位置にある唯一

の惑星であることを訴えている。、生活と地質グコーナーに

は、高知平野の軟弱地盤災害 ・県下の山地災害及び地震な

どの生活と密着した展示がある。 またホ研究史コーナーグ

には、ナウマン博士直筆の詩二軸がある。 また立体映写 ( 3

D ) 室には、、生きている化石。の解説と相ま って、カブト

カエやサンゴ等の飼育水槽があり、また県下 8 ヶ所の特製

ビデオによる地質案内がある。 なお、諸展示資料の背景に

数点のトリ ッ ク・アート(踊し絵) を配したのは、科学と

芸術の調和を図る目論見による。 また玄関口では、リアル

に動き且つPfLえる 5分の 3 大の恐竜チラノサウルスカ主主税日

してくれる。(甲藤次郎記)

文化施設・商業施設・ディスプレイ企画・設計・施工

1:.1:.... 株式会社ココ口
干205 東京都羽村市神明台4丁目 9番|号

TEL0425 ( 30)3911 附・ 3939(営業)
FAX0425(30) 3900 ・ 3927(営業)

ハ
UT
i
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全科協情報

「科学系博物館のネットワーク化に関する調査研究」 の全科協に、全国の科学系博物館の情報の収集 ・ 発信基地

全科協では、今年度、石橋財団助成金及び文部省の民間 として期待する声が多く見受けられました。

社会教育活動振興費補助金を得て、「科学系博ヰ勿館のネット

ワーク化に関する調査研究J (委員会座長斎藤温次郎斎

藤執思会理事)を進めています。

調査研究委員会では、去る 12月 3 日に、千弟県立中央博

物館及び千葉大学を会場に、「資料情報のネッ ト ワーク化に

関する事業研究会」を開催しました。

これは、日乍秋行った「資料整理及びデータベースの作成

と利用に関する調査」の集計結果を基に、加盟館園の賀来ト

情報の共有化を図るためのネットワークについて、全科協

としての方策を研究協議するために聞かれたものです。

当日は、全国から 52名の参加者を得て、千弟県立中央博

物館の情報システムのも糠及び展示見学、同館の概要及び

情報システムの概略についての説明、平沢茂氏(文教

大学教授)による講演、研究協議というプログラムで行わ

れました。

研究協議では、資料情報の共有化や事業の相互支援を図

るためには、全科協として何ができるか、また加盟館園と

して何をすべきかといったことが話し合われ、特に、今後

恐竜マグ

1 1 グーー砂 1 111 
|ベ烈~r I 吐無=-r

*ミュー ジアム・

ショッ プグ ッズ

の企画 ・ 製作・

販売(マグカ ッ

プ、T シャツ etc.)

*特設売店の代行
あたたかい飲みものを入れると

骨格図にかわります! !

株式会社戸ンティー

TEし 0 3-3 467 - 6555

FAX 03-3467-6568 

〒 15 1
渋谷区富ケ谷1-17- 9

/~ークノ、イム 302

美術

はく製

〈各種生物〉

剥製 ・ 骨格標本 ・ レプリカ

加工/販売/リース

藷東洋近代美術研究所
製作所干272 千葉県市川市本北方2-18-1 直通告0473-37-5678

ft0473-37-5883 
FAX0473-38-1978 

本社 干272 千葉県市川市国分5-3-25 ft0473-74-1564 

調査研究委員会では、事業研究会の内容を踏まえて更に

分析・検討ーを加え、調査研究報告書をとりまとめて各加盟

館に配布する予定でいます。

事務局からのお知らせ

前号の新規jJ日盟館紹介の記事に誤りがありました。 噴火

記念館の紹介の中で噴水記念館との表記がありましたので、

ここに謹んで、お詫び、申し上げます。

「全科協ニュース」を、皆様の情報交換の場として御活

用くだきい。 展示更新に伴う資料や情報の提供、標本等の

借用希望、事業案内、御提案、御意見など、皆様の原稿を

おf寺ちしています。

また、今号から広告を掲載することになり、財源の確保

を図るとともに、紙面を8頁から 12頁に増やして、一層の充

実を目指しています。

l事物館・科学館等の展示、教育普及活動等に関係ある企

業で広告掲載の御希望がありましたら、事務局までお問い

合わせください。

QUEST OF HUMANITY 
時代と対話する。社会と対話する。人と対話する。

( e(�)vdl�:ldn) 

博物館・資料館等文化施設の展示計画と設計・施工

@ 
COM恥IIUNICATIロN'S

株式会社 ヲイワ
干101 東京都千代田区外神田6.5.11 MOAビル

TEL03 (3836 ) 2871附 FAX03 (3836) 2291 

担当 ・浪江
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第 1 回「産業技術の継承」全国交流大会のお知らせ

「交流会議」から、全科協に対して、第 1 回「産業技術

の継承」全国交流大会の御案内がありました。

この事業は、産業技術の継承活動に関する普及啓発と意

識の高揚を図ることを目的として開催されるもので、関係

各省庁の後援を得て、産・官・学、各界の方々が一堂に集

います。

日本における産業技術の継承活動の現状と課題を明らか

にするとともに、意見交換や交流を通じて、産業技術の継

承活動の意義について一層理解を深める良い機会となるこ

とが期待されています。

全科協は「交流会乳メンバーとして、この事業を後援

する予定です。以下に事業の概要を御紹介して、会員の皆

様の積極的な御参加をお願いしたいと思います。

〈全国交流大会の概要〉

主催: (社)研究産業協会

共催:産業技術の歩みと未来を考える交流会議

後援:科学技術庁、文部省、通商産業省、建設省、

全国科学博物館協議会ほか 7 団体

内容:

第 1 日平成 6年 2 月 21 日(月) 13: 00-19 : 00 

於:東海大判交友会館(霞ヶ関ヒソレ)

関係省庁あいさつ

基調講演(全国科朝専秒J館協議会理事長 ) 11村恒明)

事例発表等

交流懇談会

第 2 日平成 6年 2 月 22 日(火) 9: 00-16 : 00 

研修見学会:

TOPPAN印刷資料館(埼玉県杉戸町)

日本工業大学工業技術博物館(埼玉県宮代町)

感動環境
創造会社で志
向NOMURA

参加費等:

第 1 日:定員300名

l 名 2 万円、 2 名 3 万円、 3 名以上 1 名 1 万 5 千円

第 2 日・定員 80名 1 名 5 千円

※詳細は、(社)研究産業協会までお問い合わせ下さい。

TEL 03-5688-1291 

平成 5 年度第 2 回全科協総会のお知らせ

来る 3 月 2 日(水)、平成 5 年度第 2 回総会を名古屋市科

学館にて開催します。議事と して、平成 6 年度の事業計画

案及び、予算案を諮っていただき、来年度の全科協の活動内

容を決定していただく予定です。 別途開催通知をさしあげ

ていますので、御出席を宜しくお願いします。

また、翌 3 月 3 日(木) 4 日(金)には、同じく名古屋

市科学館を主会場に、第 1 回全科協研究発表大会を開催し

ます。今年度は「展示の企画について」をテーマに研究発

表を行います。総会と同時に開催通知をさしあげています

ので\積極的な御参加をお待ちしています

全科協加盟館園の状況(平成 5 年 10、 11 月分)

入会

〈正会員〉

l 久慈瞬時物館(岩手県久慈市)

2 栃木県立日光自然博物館(栃木県 日光市)

3 南知多ビーチランド(愛知県知多郡美浜町)

4 奥只見電力館(新潟県北魚沼郡湯之谷村)

〈維持会員〉

1 株式会社タイワ

2 東洋近代期1研究所

3 株式会社ユニコーン・インターナショナル

平成 5 年11月 30 日現庄の加盟数

正会員204館、購読会員 14館、維持会員26館

編集後記

諸般の事情で干l悦斤子

お二方のおカか込げでで、、資料的価値の高い特集をお届けで、きました。

脅目立市科学館からはパソコン通信を通じて原稿が送られてきまし

た。手紙や原稿のやりとりにはきわめて便利なのですが、自然系博

物館関係者の聞にもまだまだ「普及」していないようです。 女今号

で新しいのは編集館が編集に徹したことと、記名原J稿としたこと。

責任の所在を明らかにする上でも、できる限り執筆者名を明記すべ

きと考えます。 *今号の編集を担当したのは千艶県立中央博物館

教育普及課林浩二(NIFTY:MGG01244) でした。 次号は全科

協J事務局が編集します。
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